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ウェルビーイングの向上に寄与する建築・まちづくりに関する研究
ウエルネス作業所と関内大通り公園エリアにおける実証実験

研究の目的

昨今，高齢者の医療・福祉，健康増進，ABW（Activity Based Working）・働き方改革・エンゲージメント，健康経営等，私たち一人
ひとりの心や体に関連するキーワードが注目を集めるようになり，建築・まちづくり計画において配慮が欠かせないものとなって
います。これらのキーワードが共通して目指す姿として，肉体面，精神面，社会面から良好な状態を示す「ウェルビーイング」があ
り，スマートシティ等の次世代の街づくりにおいても主要なビジョンと位置付けられています。そこで，ウェルビーイング向上に
寄与する建築・まちづくり手法の確立を目的とし，社内外の共創パートナーと共に実証実験を行いました。

技術の特長

これまでのヘルスケアでは，まず客観的ウェルビーイングである健康（Health）を高めることで，結果的に，主観的ウェルビーイ
ングである幸福（Happiness）も高まると考えられてきました。それに対し，著者らは，HappinessとHealthを同時に高めることの
できる因子である「イネーブリング・ファクター」が，人々のウェルビーイングの向上に必要であると考えました。そこで，ウエルネ
ス作業所での作業員へのアンケートと，横浜市関内大通り公園エリアでの学生や市民へのアンケートの2つの実証実験によって，
多くの人々が共通してHappyかつHealthyと感じる空間を探索しました。

主な結論と今後の展開

実証実験から収集したデータをHappyとHealthyの2軸から整理することで，複数の人が共通した感じ方を申告をする空間を見
つけることができました。また，Happyと感じる空間の多くがHealthyであるとも認識されていることがわかり，イネーブリング・
ファクターのアプローチの有効性が示唆されました。今後は，アンケート調査を様々なエリアに積極的に展開し，多様なデータを
蓄積し分析することで，建築・まちづくりに係るイネーブリング・ファクターを，設計・計画技術として確立していく予定です。
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HappinessとHealthの双方を高める
「イネーブリング・ファクター」の概念図

関内大通り公園エリアで収集したデータ例

実証実験参加者から，ウェルビーイングに影響する
空間であると主観申告のあった地点とその感じ方

都市計画


